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 A large dead hermatypic scleactinian corals (Cnidaria, Anthozoa, Hexacorallia,  
Scleractinia) washed ashore in the coasts of “ Kitahama beach” of the 
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Class Anthozoa 花虫綱 

Subclass Hexacorallia 六放サンゴ亜綱 

Order Scleractinia イシサンゴ目 

Family Faviidae キクメイシ科 

トゲキクメイシ属 Cyphastrea の一種 

 

 
図 2. 2010 年 2 月に“北浜”に埋もれながらも

一部が現れた大型のトゲキクメイシ属

Cyphastrea の一種 

 

 

図 3. 図 2 の状態から台風 12 号により 2011 年 

7 月 30 日に群体全部が“北浜”に打ち上げ

られた死んだ大型のトゲキクメイシ属

Cyphastrea の一種 

 

“北浜”へのトゲキクメイシ属 Cyphastrea の

打上は、これまでの４種、すなわち Cyphastrea 

chalcidicum コトゲキクメイシ、 C.  japonica 

ニホントゲキクメイシ、C. microphthalma トゲ

キクメイシ、C. serailia フカトゲキクメイシが

報告されているが（久保田ほか, 2008）、この内

のどの種であれ、今回のような大型の群体の打

ち上げは初めてのことである。しかしながら、

本属のこのような大型の群体は、山本泰司氏に

よると、番所崎周辺の特別なタイドプールにも

生きた群体がいるとのことなので、今後も大型

の群体が打ち上がる可能性がある。 

本群体は化石ではないと推察されるが、どの

ように打ち上がったか、以下のように推察した。

死亡した、あるいは生きた群体が、台風時に波

の力で基盤から剥がされ、潮間帯まで運ばれ、

砂に埋もれた。 
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